
平成 28 年度 愛知教育大学 FD 活動報告書 

平成 29 年 3 月 31 日 

教職キャリアセンター FD 部門 

１． 全学 FD 集会等 
次の 4 件の全学 FD 集会と 2 件の大学院 FD 集会を実施しました。 

なお，参加者数は参加教員の延べ数で，非常勤講師・教員出身の役員を含み，事務職員・

学生等は含めていません。 

２． 新採用教員 FD 
新採用教員 4 名の方には，5 月 18 日午後に 3 時間の新採用教員 FD 研修会を実施しまし

た。前半は小谷教員（教職キャリアセンターFD 部門）の司会で，新採用教員の 4 名の方そ

れぞれが「今までに研究または実践してきたこと」のテーマでプレゼンテーションを行い

ました。後半は，砂川教員（同）が「大学における教員養成」の題で講演をしました。な

お，この講演は三石初雄先生（東京学芸大）が HATO プロジェクト研修・交流支援部門で

実施

日 題名 実施組織 参加教

員数 

7/20 
全学 FD 講演会「グループワークから得られ

る学びとは？」 
講師：亀倉 正彦 名古屋経済大学教授 

教職キャリアセンター 
FD 部門 

77 

10/26 
全学 FD 講演会「アクティブ・ラーニングを

促す理科授業のポイント」 
講師：谷口 和成 京都教育大学准教授 

アクティブ・ラーニ 
ングプロジェクト 

51 

1/25 

全学 FD 講演会「専門職協働と新しい学校ビ

ジョン ─ 教育支援専門職養成課程に期待

すること（仮）」 
講師：藤原 文雄 国立教育政策研究所 

初等中等教育研究部 総括研究官 

教職キャリアセンター 
FD 部門 

53 

3/29 
全学 FD 集会「本学におけるアクティブ・ラ

ーニングのいま，そしてこれから」 
アクティブ・ラーニ 
ングプロジェクト 

67 

2/28 
大学院教育学研究科 FD「学位論文指導計画

書を活用した修士論文指導について」 
大学院教育学研究科運営

専門委員会 
33 

7/6 大学院教職実践研究科 FD 大学院教職実践研究科 15 
参加者合計：296 名 



作成されたスライド資料を基に実施しました。 
新採用教員 4 名のうち，教職未経験の 2 名の方は附属学校と一般校の訪問をしました。

訪問先は，5 月 25 日午前は附属名古屋小学校と附属幼稚園，5 月 13 日午前は刈谷市立小垣

江小学校でした。各学校では，校長先生からの講話を聞いた後，授業を参観し，その後，

教員との意見交換を行いました。 

３． 授業公開 
次の 16 件の学部授業を公開しました。 

参加者数は参加教員の延べ人数で，教員出身役員・非常勤講師を含め，事務職員・学生

等は含めていません。なお，11 月 29 日の「教科外活動の研究」については事務職員の SD
研修も兼ね，教員 7 名に加え事務職員 8 名も参加しました。 

４． 授業改善アンケート 
平成 26 年度の共通科目，平成 27 年度の教職科目・教科研究科目に続き，平成 28 年度は

教科専門科目等について授業改善アンケートを実施しました。前期分・後期分の集計結果

と教員による自己評価書を FD 部門のホームページに公開しました。また，アンケート結果

公開

日 時限 公開者 授業名 参加教

員数 
6/20 月 3 青柳 まゆみ 視覚障害者教育総論 6 
6/20 月 3 佐久間 紀佳 初歩の統計 5 
6/21 火 1 今村 健一郎 哲学史概説 II 4 
6/21 火 3 林 牧子 保育内容研究・人間関係 6 
6/21 火 4 鎌田 敏之 プログラミング実習 I 2 
6/22 水 2 青木 香保理 家庭科教育 B 6 
6/23 木 4 政田 洋平 地学 I 6 
6/24 金 4 奥田 浩司 国文学演習 AII 4 

11/28 月 3 上田 琢哉 臨床の知とは何か 2 
11/28 月 3 齋藤 ひとみ インターフェイスデザイン 1 
11/29 火 2 道木 一弘 英文学概説 5 
11/29 火 3 子安 潤 教科外活動の研究 7 
11/29 火 4 常木 静河 生物学基礎演習 B 7 
12/1 木 2 山下 純平 体育科研究 BII 9 
12/1 木 4 井戸 真伸 デザイン II 5 
12/2 金 3 北野 浩章 音声学 2 

参観者合計：77 名 



について分析を行いました。その結果を，平成 29 年度 4 月の教授会で報告する予定です。 
詳しくは，FD 部門のホームページを参照してください。 

５． 同一名称科目間の成績分布 
平成 27 年度同一名称科目間の成績分布一覧表を FD 部門のホームページに掲載し，教務

企画委員会，時間割編成専門委員会等で周知しました。 
詳しくは，FD 部門のホームページを参照してください。 


